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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月22日(2013.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段が送信するコマンドにもとづいて演出装置の制御を行う演出制御手段
とを備え、
　前記演出制御手段は、
　計時手段としてのリアルタイムクロックと、
　前記計時手段の計時に応じたデータにもとづいて、特定の日付または特定の時刻に達し
た場合に、遊技演出における表示態様を変更する表示態様変更手段と、
　前記計時手段の計時に応じたデータにもとづいて、前記特定の日付または前記特定の時
刻より所定期間前の予告演出実行時に、遊技演出における表示態様の変更を予告する表示
態様予告演出を実行する予告演出実行手段とを含む
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、特定の日付または特定の時刻に達した場合に遊技演出における表示態様を変
更する場合に、あらかじめ遊技者に予告することができる遊技機を提供することを目的と
する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明による遊技機は、所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、遊技の進行を
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制御する遊技制御手段と、遊技制御手段が送信するコマンドにもとづいて演出装置の制御
を行う演出制御手段とを備え、演出制御手段は、計時手段としてのリアルタイムクロック
と、計時手段の計時に応じたデータにもとづいて、特定の日付または特定の時刻に達した
場合に、遊技演出における表示態様を変更する表示態様変更手段と、計時手段の計時に応
じたデータにもとづいて、特定の日付または特定の時刻より所定期間前の予告演出実行時
に、遊技演出における表示態様の変更を予告する表示態様予告演出を実行する予告演出実
行手段とを含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１記載の発明によれば、特定の日付または特定の時刻に達した場合に遊技演出に
おける表示態様を変更する場合に、あらかじめ遊技者に予告することができる。
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